




A qualitative study on the process of effects of 
















































M-GTA（Modified Grounded Theory Approach）を
用いて逐語録からコーディングを行い，《大カテゴリー》・
〈小カテゴリー〉・【概念】を作成し，また，カテゴリー相互
の関係から，分析結果をまとめ，仮説モデルを生成した。 
［結果］　攻撃的ユーモア表出は精神的健康に対して悪影響
のみならず，好影響を与えることが示唆された。好影響を
与える過程に関しては，表出者の攻撃的ユーモア表出に対
して被表出者から〈肯定的反応〉が繰り返し行われ，また，
【被表出者から表出者に対する攻撃的ユーモア表出】がなさ
れることによって，２者の関係が【親密化】し，【相談】・
【被表出者からの承認】といった〈被表出者からの心理的支
援〉が行われ，〈表出者の精神的健康の回復〉がなされるこ
とが示された。また，悪影響を与える過程に関しては，攻
撃的ユーモア表出に対して被表出者から〈否定的反応〉が
なされ，２者の〈関係が悪化〉し，表出者が【後悔】や【被
表出者を心配する】ことによって，【落胆する】ことや【戸
惑う】ことを経験することが示された。
［考察］　攻撃的ユーモア表出は，表出者の精神的健康に悪
影響のみならず，好影響も与えることが示された。攻撃的
ユーモア表出が精神的健康に悪影響あるいは好影響を与え
るかは，本研究で見出された，《攻撃的ユーモア表出プロセ
ス》における【表出による被表出者の反応の推測】の程度
と【攻撃的ユーモア表出の動機】の種類が関係していると
考えられる。
［総合考察］　従来の研究では，攻撃的ユーモア表出は精神
的健康に悪影響を与えるという報告が多くなされていたも
のの，本研究では，悪影響のみならず好影響を与えること
が示唆された。今後の課題として，本研究では，仮説モデ
ルを生成したに過ぎず，仮説モデルの客観性を示すために
は，量的研究によってモデルを検証することが必要である。
